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今回 YCOG2003 試験の結果を Annals of Surgical Oncology に掲載していただきまし

た。JCOG0110 試験で大弯に浸潤のない上部胃癌では脾温存群が脾摘群と比較し

て生存期間の非劣性を示し、合併症発生率と出血量が少なかったことから同症例に

対する脾摘は推奨されておりませんでした。しかしながら大弯浸潤を伴う上部胃癌に

対する脾摘は controversial で、リンパ節転移頻度の高さから脾摘を推奨する報告も

散見されました。今回私は「術前の CT で脾門リンパ節が腫大していない症例に対す

る予防的脾摘は必要なのか」というクリニカル・クエスチョンを明らかにするために

YCOG2003 研究を行いました。脾摘群では病理学的脾門リンパ節転移頻度が 3.0%

で、脾温存群では術後脾門リンパ節転移再発頻度 2.7%と低く、両群間の無再発生存

期間・全生存期間ともに有意差を認めませんでした。脾摘群は感染性合併症が多く、

術後在院日数が長い結果でした。以上より術前に脾門リンパ節が腫大していない症

例に対する予防的脾摘は推奨されないことが示唆されました。YCOG の上部消化管

グループの各関連施設からデータを集積しこのような報告をすることができ大変嬉し

く感じるとともに、研究にご協力いただいた先生方や YCOG のスタッフの方々に深く

感謝しております。今後も YCOG という基盤で若手の先生が様々な研究ができるよう

に尽力していきたいと思います。 
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